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設計にもとづいてプログラミング
し、それが正しいかどうかテストし
ます（開発・検証）。間違っていた
時は、設計段階に戻ります。正し
いプログラムができたらお客様の
システムに反映します（適用）。

使い方の説明や機能改善を行いま
す。自治体で使うシステムは、制
度が改正される度にシステムを対
応させる必要があります。アップ
デートはシステムに問題が起きる
のを防ぐ役割があります（保守）。

開発・検証・適用

保守

システムエンジニアの仕事内容

必要な資格・スキル
２０２５年 2 月に新社屋が完成！

株式会社福島県中央計算センター（ＦＣＣ）ではこんな仕事をしています

● パソコン
● プログラミング
● システム
● ICT
● AI
● DX

● パソコンが好き
● 相手のやりたいことを理解

　できる
● 新しいコトに興味がある
● 雑談が好き
● 文章を読むのが好き

２０２５年２月に環境に配慮した「Ｎ
ニ ア リ ー
ｅａｒｌｙ Ｚ

ゼ ブ
ＥＢ」

仕様の新社屋が完成しました。引っ越しを機にフリー
アドレスを導入し働き方を進化させ、社員の意識改
革や社内コミュニケーションの活性化をはじめ、健
康やワークライフバランスを意識した様々な取り組み
を行い、より働き甲斐のある職場を目指しています。

お客様の仕事内容をしっかり理解し、その仕事がより効率的に進められるようなシステムを作って
います。お客様は県や市町村などの自治体がメイン。例えば税金や電子申請などの処理をサポー
トしています。お客様が抱えている課題を解決するためにはパソコンに向かうだけでなく、お客様
との対話が必要。「もっと便利にできるところはないかな？」と考えることが新しいシステム作りに
役立ちます。わからないことにぶつかっても興味を持つことが大切です。

地元のために何かしたい、住みなれた街で働きたいという思いがあり、
ＩＴを使ったサービスで地域の人をサポートできるこの仕事を選びまし
た。ＩＴはこれからますます注目が高まっていく仕事。知識を生かし
て住みやすい街づくりに貢献していきたいです。

コンピューターシステムの設計・開発・運用

システムエンジニア 福島市新町7-22　TEL／024-534-0108

創業／1967年5月　従業員数／96名

株式会社福島県中央計算センター（ＦＣＣ）

自治体から業務を引き受け、それを適切に処理します。自治体
においてはその労力の削減を住民サービスの向上につなげること
ができます。水道料金の納付書の作成もその一つです。

デジタル技術で仕事を効率化し、新たな価値を生み出す取り組み
をしています。生活や社会がより便利になるよう手助けをします。
誰もがデジタルを使えるようにパソコン教室なども開催します。

アウトソーシングサービス

ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）
中学校においてインターネットの安全な使い方やプライバシーに
ついて学ぶ「情報モラル授業」を実施しました。地域貢献活動と
してこれからも続けていきます。

情報モラル教室

様々なコンピューターシステムを安全で安心なネットワークを介
し、スムーズに動作させるための仕事です。アプリやウェブサイ
トが正しく動くようにするのもこの仕事の一環です。

システムインテグレーションサービス

お客様のやりたいことや困りごと
を聞きます（要件定義）。業務を理
解することが効率的なシステムを
設計する第一歩になります。次に
プログラマーに依頼をする設計書
を作成します（設計）。

要件定義・設計
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● ＩＴパスポート試験
● 基本情報技術者試験
● ＡＷＳ（Ａｍａｚｏｎ Ｗｅｂ Ｓｅｒｖｉｃｅｓ）

HP

● 総務　● 営業　● システム管理　● DX 推進

ＩＣＴで地域社会へ貢献。仕事を効率化するシステムでお客様の課題を解決

入社７年目　北原さん

福島県中央計算センター公式キャラクター
「スノーラビット」（愛称：スノラビ）




